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2019-20  皆葉年度 ロータリーを考える
It is the 34th year since 1986 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I.
国際ロータリー 2820 地区

会報　VOL.13

2019 年 10 月 10日

皆葉　真治 会長 幹事報告

幹事報告／ロータリー財団奨学生　芝田　共宏様　挨拶
招待卓話　JICA 筑波　連携推進課長　小林健一郎様／ニコニコ BOX　他

ロータリー特別月間　10月：経済と地域社会の発展月間／米山月間

幹事報告です。
2820 地区合同新入会員新会員オリエンテーションの件
3年未満の方は出席ということで案内が来ます。
11月 24日（日）　10時～ 15時 30分

10 月会員誕生日

誕生日おめてとうございます！！
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皆様ご無沙汰しております。昨年の夏に二度、こちらにお伺いして挨拶させてい
ただきました。その後、アメリカのシカゴ大学に行き 1年間のプログラムを無事
終了して、つくばに帰って参りました。シカゴ大学のプログラムで私は国際関係
の国際政治を学びロータリーの目標の一つの「平和と紛争解決に関する研究」を
しました。シカゴ大学のプログラムは歴史が深くアメリカでは一番古い国際関係
に特化したプログラムでした。大学も非常に有名な大学でたくさんの研究をする
ことができました。これも皆様のご支援がなければ本当に叶わなかったことです。
本当に感謝しております。ありがとうございました。

　本日は JICA の活動についてお話をさせて頂きます。JICA とは青年海外協力隊
を派遣している組織というと知っている方が多いと思います。正式名称は「国際
協力機構」といいます。年間の予算は昨年度の規模で 1兆 5000 億で、９割は途
上国に融資をして途上国のインフラ整備などを行っていただくこと、技術協力や
ボランティア協力事業、災害が発生した時に国際緊急援助隊を派遣（消防庁の方
やお医者さんを派遣する）の事務局をしています。合わせて民間企業との連携事
業も 5年前から始めています。
　JICA パートナーシップは途上国の課題解決を目指しますという組織で、途上
国の経済的、社会的な開発をする組織です。皆様の税金を毎年 1兆 5000 億ほど
使わせて頂いています。そして昨年度は 148 カ国で活動しています。
　JICA の特徴は海外に 96箇所の事務所があり、ほどんどの途上国にスタッフを
置いてます。国内拠点は本部を除いて 15箇所程です。専門家や日本政府の方、コンサルタントの方、専門技術の方を年間
約 1万人ほど途上国に派遣していて、逆に途上国の政府の方を中心に、約 1万 5千人ほど海外から人を受け入れています。
JICA 筑波では、研修施設や常時 200 人ほど泊まれる宿泊施設もありますので、年間 700 人ほど途上国の研修生を受け入れ
ています。青年海外協力隊も毎年 1,000 人程、100 カ国ぐらいに派遣しています。
　事業は、大きく分けて資金的な協力と、技術を途上国に普及させるという二つあります。
　技術面では例えば、技術協力として母子手帳の仕組みを途上国に普及させて母体と子供の健康を確保する仕組み作りのお
手伝いしてます。この普及は評判が良く約 40ヵ国で日本の制度がベースとなっています。
　資金面では例えば、インドは人口も伸びて交通渋滞もひどい状態なので、地下鉄を作って協力をしています。他にタイや
バングラディッシュ、ミャンマーで鉄道という話がありますが、基本的な交通のインフラ整備などで生活環境が良くなるよ
うな協力をしています。
　本日の説明のメインで民間企業様とのパートナーシップです。中小企業 SDGs（エスディージーズ）事業を 5年前からやっ
ていて、日本の企業が持っている技術やノウハウが途上国の開発にかなり有効であると日本政府が認識し、その優れた技術、
ノウハウを使わせて頂き、日本国内の減少している市場だけでなく、逆に途上国の伸びている人口市場に日本企業が進出す
ることで、企業も市場が増加してプラス、日本の経済にもプラス、合わせて途上国でも日本の製品が使えるということプラ
スになるwin-win の関係を構築できれば公金を使って支援する事は良いという判断があり、このような制度が 5年前から導
入されています。その民間企業とのパートナーシップには、三つタイプがあり「基礎調査」という簡単な情報収集とのもの
と「案件化調査」と言いビジネスのプランを作って それがどれくらい実現可能性があるかという調査するもの、「普及実証
ビジネス化事業」と言い具体的に現地でビジネスをパイロット的に試してみたいというところの支援をする仕組みがありま
す。
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－ニコニコボックス－

それぞれ「基礎調査」が 800 万円程度を上限に支援、「断片化調査」は 3000 万～ 5000 万円の支援、「普及実証ビジネス化事業」
には 1億円程度の支援、 JICA が資金を負担しますので、何か途上国でやりたい事、アイデアのある方は JICA 筑波に連絡いた
だき、お伺いします。よろしくお願いします。
　民間企業とのパートナーシップ事業の例として二つご紹介します。
　スリランカでは人工衛星を使い上空から撮影した写真やさまざまなデータを使って農業の状況を把握し、稲の植え具合や育
ち具合、気温がどのような状況かなど、地上にいると収集することが難しいデータを上空から一括で集めて、それを農業の方
にお知らせするような仕組みを開発して展開しています。
　タイでは産業廃棄物の管理票、「マニフェスト」を廃棄物がどこから出されてどのように搬送されてどう処理されて最終的
にきちんと処分されたか、という情報を電子上で管理ができ不法投棄が減りタイの環境も良くなる日本の企業も責任のある仕
組み、システムがタイで構築される支援をしています。
　最後に以前からの事業で JICA 筑波で、年間何百人か途上国政府の職員を受け入れています。途上国から来た研修員とつく
ばふれあい市で生活改善グループのメンバーとで途上国に持って帰れる知恵が無いか、意見交換をする場を設けたり、途上国
には無い「学校体育」の普及をつくば市内の中学校に案内して、部活動の様子なんかを見ていただく機会を設けたりしています。
　もう一つが JICA の青年海外協力隊ですが、年間約 1万人くらい派遣していますが、茨城も始まって 50年以上経ち累計で
1000 名以上の方が発展途上国に派遣されています。常時 50名位が世界のあちこちで活動をしています。海外協力隊は青年
だけではなく、20歳～ 69歳まで応募できます。皆様の持っているスキルや経験を途上国で使いたいという方がいたら、その
分野の協力隊として途上国に派遣することが
可能です。相談いただければと思います。募
集は年 2回、春と秋の募集しています。次回
の募集は 3月です。よろしくお願いいたしま
す。
　また、高校生、中学生、小学生に国際協力
について考えてもらう機会を提供していて、
JICA 筑波に来て頂き途上国から来た研修員と
意見交換をしたり、なぜ国際協力するのかと
いう素朴な疑問を一緒になって考えるプログ
ラムもあります。毎年数千人の方が JICA 筑
波を利用しています。お子様と一緒に来ても
楽しめることもありますので、是非お越しい
ただければと思います。ありがとうございま
した。

逆井　甚一郎会員　消費税セミナー無事終了いたしました

久保田康隆　会員　結婚して 10年以上経ってこの頃思うこと、嫁の偉大さを知りました。嫁万歳！！

路川　淳一　会員  大好きな誕生日プレゼントありがとうございました。祝ってくれたのは、ロータリーの皆様と

  　ネット通販の業者だけでした。今日は嬉しくて涙が止まりません。

齊藤　修一　会員　最近はコンビニでもカードで買い物をするようになり、久しぶりに銀行 ATM を使い現金を

  　下ろしました。間違えて押してしまい2度お金を下ろしました。初めに間違えた分をニコニコにします。

野堀　雄樹　会員　今日は SAA について北島先生にご指導いただきました。ありがとうございました。

村上　憲範　会員　－



つくば学園ロータリークラブ 『ロータリーを考える』
〒305-0051 茨城県つくば市二の宮 1-10-1 ヴェルドミール 105 号室 
電話 029-858-0100 FAX 029-858-0101

例会日：木曜日　１２：３０～１３：３０
例会場：オークラフロンティアホテルつくば
茨城県つくば市吾妻１丁目１３６４－１

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I.

無断欠勤ゼロ・出席率向上を目指して

プログラム予告

つくばオールロータリアン FaceBook 同好会は、つくばの３クラブのロータリアンとローターアクト、インターアクトの 情報
などを FaceBook 上で共有しています。皆様、ぜひご活用ください。

つくば学園・つくばシティ・つくばサンライズ・ローターアクト
公開 https://www.facebook.com/tsukubagakuenrc/?fref=ts
非公開 https://www.facebook.com/groups/1482018048750125/?fref=ts 公開QRコード 非公開QRコード

友好クラブ
第 2650 地区
京都山城ロータリークラブ

つくば学園ロータリークラブ
ホームページもご覧ください
http://www.46gama.com/

ロータリーは世界をつなぐ

http://www.kyoto-yamashiro-rc.com/

https://www.rotary.org/ja

2019-20 年度　中村　澄夫ガバナー　地区スローガン　

人、学びて更なる奉仕
http://www.rid2820.jp/

４つのテスト
 １．真実かどうか
 ２．みんなに公平か
 ３．好意と友情を深めるか
 ４．みんなのためになるかどうか

It is the 34th year since 1986
2019-20 皆葉年度　『ロータリーを考える』

2019-20 年度　Ｒ I テーマ　マーク・ダニエル・マローニー

無断欠勤ゼロ・出席率向上を目指して

会員数 出席数 欠席数 無断欠席数 出席免除数 メイクゲスト 出席率

88 57 31 0 4 2 70.23%

プログラム予告
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10 月 10 日 12:30 ～ 13:30 例会・第 6分区渡邉弘明ガバナー補佐　表敬訪問・招待卓話：JICA 筑波
10月 17日 18:00 ～ 20:30 移動例会・招待卓話＆懇親会「経済アナリスト：中原圭介氏による講演会」会場：「つくば山水亭」
10月 24日 12:30 ～ 13:30 ガバナー公式訪問例会・国際ロータリー第 2820 地区「中村澄夫ガバナー公式訪問」
10月 31日　　 休会（定款細則第 6条第 1節により）
11月 03日 09:30 ～ 13:30 移動例会「ロータリーの森創り」  9：30　集合（ゆかりの森）
11月 07日 11:00 ～ 12:00 第 5 回理事会　19-20 年度役員・理事、プログラム委員長、親睦活動委員長
11月 07日 12:30 ～ 13:30 例会 会長挨拶・「ロータリー月間に因んで」ロータリー財団委員長　大堀会員　他
11月 14日 18:30 ～ 21:30 移動例会　招待卓話：講談で学ぶロータリー女流講談師 室井琴鶴先生「ポールハリスとロータリー」
       会場：ホテルグランド東雲


